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第８回高知県立学校の校名に関する検討委員会 概要 

 

【日時等】平成 28年 11月８日（火）18：30～21：00 高知共済会館３階「桜」 

【出席者】検討委員会委員：西郷会長、時久副会長、池委員、池田委員、川北委員 

西尾委員 (稲田委員欠席) 

教育委員会（教育長） 

教育委員会事務局（９名） 

【傍聴者】55名 

 

 会議の概要  

○高吾地域拠点校の校名候補決定 

・前回仮決定の「須崎総合高校」で決定し、報告書の理由も案のとおりとする。 

 

○新中高一貫教育校の校名候補の絞り込み 

[決め方・優先順位] 

・基本的に話し合いで絞り込むが、意見が分かれた場合は５名の委員（会長除く）が多数

決で決める。 

・優先順位をつけるかどうかについては、「会の委員としての責任があると思うので、順位

づけして明確にした方がいい」という提案に委員全員が同意。 

 

[絞り込みの数] 

・３から５案を目処に絞り込み、そこからできるだけ少ない数を目指すこととする。 

 

[校名候補に対する意見] 

（委員） 

・「高知国際」。高知のグローバル教育の牽引校でありバカロレアの導入を目指す。 

・「高知西」。7,924人の応募数を考え、関係者の熱い思いを大切にしたい。 

・「高知西国際」は高知西を残したうえグローバル教育とバカロレアのイメージを追加する。 

（委員） 

・「高知国際」を一つ選んだ。せっかく新しい学校が生まれることと、グローバル教育の推

進校であることが一目瞭然。これからトップクラスの学校になっていくという希望を込

めている。「高知立志館」も志のにおいがあり良いと思う。 

（委員） 

・「高知グローバル」。海外のバカロレア校を教員が視察したが、国際人を育てるこれまで

高知にはない全く違う学校。「国際」より「グローバル」が適切だが、漢字で書けば「国

際」となる。 

・「高知立志館」。世界から見れば「西」は高知では土佐清水になる。西と南というより高

知県が心を託す世界に羽ばたく学校にしてはと考えた。 

（委員） 

・「高知西」。経費のこともあり、高知西は進学校として全国に知られている。新生「高知

西」に委ねたらと考える。 

・「西南」。両校の名前をとる。 

・「高知南中・高知西高」。高知南中の実績と高知西高の実績と英語科の良いところをとる。 

（委員） 

・「高知国際」。実質高知で国際と付くのは１校なので、高知西国際でなく、単純に高知国

際。 

・「高知西南」。両校の歴史・伝統を対等にと思った。 

・「高知西」。現在の敷地であり多くの方の思いがある。県庁から見ても西南方向。 
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（委員） 

・「高知国際」。新しい理念のもと新しい教育を行う学校。 

・「高知立志舘」。従来の高知県の高校名は地名、方角で付けられている。全く新しい高校

ができるなら立志舎が高知で生まれていることからも、全く新しい校名がよい。 

 

[絞り込み方法] 

・似た候補同士をグループ化していくことで委員全員が了承。 

・「高知国際」「高知グローバル」「高知西国際」と「高知西南」「西南」の２つのグループ

を検討し、「高知国際」と「高知西南」に集約することを、それ以外の提案者が了承。 

・結果「高知国際」「高知西南」「高知西」「高知立志館」の４つが残るが、これ以上は各委

員の思いがあり、話し合いでの絞り込みは困難なため、投票により決めることとする。 

・６人の委員（会長含む）が優先順位の高いものから絞り込まれた４候補に４点、３点、

２点、１点と付けて無記名で投票し、その合計点の順を最終報告書の校名候補の優先順

位とすることで委員全員が了承。 

・各委員が投票用紙に記入したものを封筒に入れてもらい、会長、副会長が立会いのもと

事務局と集計。 

 

[集計結果] 

１位「高知国際」 23点（１位５人、２位１人） 

 ２位「高知西」  15点（１位１人、２位２人、３位２人、４位１人） 

３位「高知立志舘」13点（ ････････ ２位３人、３位１人、４位２人） 

４位「高知西南」  9点（･･･････････････････ ３位３人、４位３人） 

 

休憩 

  理由が大切であるということから、新中高一貫教育校の４つの校名候補の理由の案を

作成し、委員が確認することとしため、その作業を会長が行う。 

 

[報告書のまとめ] 

・投票結果を公開すべきという委員の意見もあり、休憩後、傍聴者も含めた会場の全員に

集計結果（委員６名（無記名）の配点入り）を配布する。 

・理由を記した資料を委員及び傍聴者も含めた会場の全員に配布する。 

・それぞれの校名候補の理由欄の行数にばらつきがあるので、高吾地域拠点校の理由欄の

行数とそれぞれをそろえるように各委員から意見があった。そのため、会長一任で会長

が 11月９日(水)中に修正案を作成し、事務局に送ったものを、事務局から各委員にメー

ル等で送信、確認してもらうことで委員全員が了承。 


